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自 治労 渡島地 方本 部 
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〒041-0806 
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【 発 行 】 

８月３０日、函

館市の市民体育館

（メイン会場）と

市民会館（サブ会

場）に全国から

4,500 人の自治労

の仲間が結集し、

第 84 回定期大会

が始まりました。 
中
央
執
行
委
員
長 

 

徳
永
秀
昭 

○
公
務
員
制
度
改
革 

臨
時
特
例
法
案
だ
け
を
成
立
さ
せ
関
連

4
法
案
を
放
置
し
続
け
て
き
た
状
況
は
労

使
合
意
を
無
視
し
た
行
動
で
あ
り
、
政
府
、

民
主
党
の
誠
意
あ
る
態
度
を
求
め
る
。
消
防

職
員
の
協
約
締
結
権
・
団
結
権
の
問
題
は
極

め
て
遺
憾
で
あ
る
。
関
連
4
法
案
の
今
国

会
で
の
成
立
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
臨

時
国
会
で
の
法
案
審
議
を
含
め
最
後
ま
で

あ
き
ら
め
な
い
努
力
を
す
る
。 

○
非
正
規
職
員 

三
位
一
体
改
革
以
降
官
制
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
が
生
ま
れ
た
。
地
方
自
治
法
改
正
案
の

修
正
案
の
前
進
を
目
指
す
。 

○
脱
原
発
社
会
の
実
現 

脱
原
発
を
望
む
声
が
全
国
に
広
が
っ
て

い
る
。
全
国
各
地
か
ら
住
民
を
巻
き
込
ん

だ
う
ね
り
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。 

○
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興 

引
き
続
き
被
災
県
本
部
と
連
携
し
復

興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

く
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
も
、
人
員
確
保
が
不
可
避
で
あ
り
抜

本
的
対
策
が
必
要
。 

○
政
治
状
況
に
つ
い
て 

3
年
前
国
民
が
切
望
し
て
政
権
交
代

を
成
し
遂
げ
た
が
、
今
の
民
主
党
は
残
念

で
な
ら
な
い
。
公
務
員
の
労
働
基
本
権
を

否
定
し
て
い
る
社
会
保
障
制
度
の
持
続

と
機
能
強
化
。
ま
た
、
そ
の
財
源
確
保
の

た
め
に
も
民
主
党
の
再
生
を
図
る
し
か

選
択
肢
は
な
い
。
解
散
総
選
挙
も
迫
り
厳

し
い
状
況
だ
が
、
来
年
の
参
議
院
選
挙
に

お
け
る
「
あ
い
は
ら
く
み
こ
」
の
必
勝
に

向
け
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
。 

 

函
館
大
会
の
成
功
を
！ 

自
治
労
北
海
道
本
部 

執
行
委
員
長

山
上 

潔 
 

北
海
道
に
お
け
る
自
治
労
本
部
定

期
大
会
は
、
２
０
０
１
年
の
旭
川
大
会

以
来

１１

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
開
催
地
と
な
る
函
館
市
は
、
戊
辰

戦
争
の
最
後
の
戦
場
と
な
っ
た
五
稜

郭
や
世
界
三
大
夜
景
の
ひ
と
つ
と
い

わ
れ
る
、
函
館
山
か
ら
の
夜
景
な
ど
観

光
名
所
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
朝
イ
カ

や
ウ
ニ
な
ど
の
海
産
物
な
ど
食
べ
物

も
大
変
美
味
し
く
、
観
光
客
に
人
気
の

あ
る
街
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
会
開
催
中

の
朝
夕
や
大
会
前
後
を
ご
活
用
い
た

だ
き
、
良
い
思
い
出
づ
く
り
と
と
も
に

地
元
経
済
の
活
性
化
に
ご
協
力
い
た

だ
け
れ
ば
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
第
84
回
自
治
労
定
期
大
会

の
圧
倒
的
成
功
に
向
け
て
、
実
行
委
員

会
を
中
心
に
最
後
ま
で
精
一
杯
努
力

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
参
加
者
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
し
、
歓
迎

の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す 

  

民主党興石幹事長 社民党又市副代表 

工藤函館市長 

４
３
０
０
部
を
超
え

る
大
会
資
料
を
袋
詰

め
す
る
実
行
委
員
↓ 

３０

℃
を
超
え
る
記
録

的
猛
暑
の
中
、
早
朝
か

ら
駐
車
場
の
整
備
に
あ

た
る
実
行
委
員
↓ 

現
地
の
実
行
委
員
会
で
は
前

日
か
ら
資
料
の
袋
詰
め
、
駅
や

空
港
で
の
お
出
迎
え
、
ま
た
函

館
市
内
の
案
内
等
、
大
会
参
加

者
へ
の
各
種
対
応
に
奔
走
し
て

お
り
ま
す
。
大
会
初
日
の
今
日

も

30

℃
を
超
え
る
炎
天
下
の

中
、
早
朝
か
ら 

駐
車
場
で
車
の

対
応
に
あ
た
る
実
行
委
員
会
の

仲
間
た
ち
。
多
く
の
裏
方
の
協

力
が
あ
っ
て
こ
の
大
会
が
成
り

立
っ
て
お
り
ま
す
。
実
行
委
員

会
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
す
。

あ
と
１
日
、
頑
張
っ
て
函
館
大

会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

現地実行委員大奮闘！ 

今年は中間年ということで日程は、30 日、31 日の 2 日間。

開催にあたり、山上北海道実行委員長から歓迎のあいさつが述

べられ、引き続き徳永中央本部委員長及び古賀連合会長をはじ

めとする各級議会議員及び自治体関係者の来賓のあいさつの

あと議事に入りました。氏家書記長から一般経過報告書と１年

間の運動の総括、各報告に関する質疑討論および第１号議案

「当面の闘争方針（案）～第５号議案「私傷病休業共済規定の

廃止について」までの提案が行われ大会初日が終了しました。 

↑ 大会参加者へ会場案内する実行委員 

 

連合 古賀伸明 会長 
 
連合として、震災復興に向け
て、被災３県と意見交換しな
がらニーズに応えていくこ
とが必要。また、「働くこと

を軸とする安心社会」の実現を目指し運動を
展開し、新しい経済や社会を構築する必要が
ある。さらに、労働運動をどう社会化してい
くかが問われる。良い社会・良い職場をつく
るために、地域社会に根づいた運動を展開し、
共にがんばっていきたい。私たち一人一人が
政治システムに参画していく必要がある。参
議院議員「あいはらくみこ」の必勝を願う。 

高原北海道副知事 


